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「日本の女性の歴史に学ぶ」� 第3回目（全5回）

明治政府は、1873年、軍隊
に必要な徴兵制のために

戸籍制度を整備した。1889年
に制定された『大日本帝国憲法』
と『皇室典範』は同等の権威をも
ち、男性しかなれないとされた
「現

あらひとがみ
人神」である天皇が統治する

ことを決めた。1890年には『教
育勅語』によって「父母ニ孝ニ」「夫婦相和シ」の精神が
求められた。親に従い、夫に従う生き方である。それ
は、国家＝天皇に従って生きる「臣民」（国民）のありよ
うも示した。国家の一大事である戦争がおこれば、命
を投げ出すことが求められ、戦死した人は｢英霊｣とし
て靖国神社に祀

まつ
られた。

　1898年、国家体制を支えるもっとも小さな共同体
である｢家族｣には、イエ制度が法制化された。イエ制
度の基本は父系の血統集団だが、養子制度は認めた。
結婚は相手の家の戸籍に入ることで、｢入籍｣だった。
長男を通して家名、家

かと く
督（財産）、祭

さいしけん
祀権（過去帳、仏

壇・位牌、墓）が継承された。個人の生き方よりも先祖

結婚＝入籍の時代を生きた女性―近代、イエ制度下の女性

を大事とする｢家｣が優先され、国家を支えた。
　イエ制度に生きる女性は結婚してあたりまえ、長男
を産まなければならず、国家のために「産めよ殖

ふ
やせ

よ」が強いられた。｢嫁をもらう｣｢嫁にやる｣「娘をかた
づける｣などのことばが使われたように、モノのよう
に扱われた。良妻賢母思想が教育され、夫・嫁いだ家
に従順な妻であり、子どもの教育ができる母であるこ
とが求められた。貞操教育も行われ、女性のみに姦

かん
通

罪が適用された。戦時には、「銃後の妻」「日本の母」と
して生きた。イエ制度に生きる女性は、求められた生
き方ができてこそやっと｢一人前の女性｣として認めら
れたのである。
　一方男性は、長男はイエの跡継ぎとして一家を支え
る家長として生きることが求められた。次男以下には
労働力、兵力が求められた。徴兵検査に合格し、働い
て妻子を養える男性こそが｢一人前の男性｣だった。
　1945年8月、日本は敗戦を迎えた。

問人権室   ℡０６－６９９２－１５１２

戦
没
者
追
悼
式

　
市
は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の

霊
を
慰
め
、
新
た
な
る
平
和
の
願
い
を
込
め

て
次
の
と
お
り
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

時�

１１
月
２９
日（
水
）午
後
２
時
～（
午
後
１
時

３０
分
開
場
）

場�

市
役
所
１
階
会
議
室
１
０
３・１
０
４・１

０
５

注�

式
典
に
見
合
っ
た
服
装
で
ご
列
席
く
だ
さ

い
。

問
地
域
福
祉
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
７
０

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
交
流
会

交
流
テ
ー
マ「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら

れ
る
居
場
所
を
求
め
て
」

時
１１
月
１９
日（
日
）午
後
２
時
～

場
中
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対�

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者・
家
族
、
理

解
を
深
め
た
い
人

講
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
活
動
家   

藤ふ
じ
わ
ら原

直な
お

氏

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー   

特
定
非
営
利
活
動
法

人   M
ixRainbow

理
事
長 

み
の
り
氏

（
Ｍ
ｔ
Ｆ
）   

定
先
着
１２
人

申�・
問
人
権
室

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

毎
年
１１
月
１２
日
か
ら

１１
月
２５
日
（
２５
日
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
）ま
で
の
２
週
間
、「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」が
全
国
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、

被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
配
偶
者
な

ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身

取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
す
。
暴
力
を
根
絶
す
る
に
は
、
何
よ
り

も
一
人
ひ
と
り
の
人
権
尊
重
の
意
識
の
向
上

が
大
切
で
す
。
被
害
を
受
け
て
い
た
り
、
暴

力
を
見
聞
き
し
た
り
し
て
、
一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
は
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
人
権
相
談
の
ほ
か
、
心
理
臨
床

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー・中な

か
い
の
り
こ

井
紀
子
氏
に
よ
る「
女
性

の
た
め
の
悩
み
相
談
」（
要
予
約
）を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
を
パ
ー
プ
ル
色

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
！

期
間　
11
月
13
日（
月
）～
25
日（
土
）

問
人
権
室

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

�

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
➡

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

～
同
意
者
名
簿
の
登
録
受
け
付
け
～

　
市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
自
力
避
難
が
困

難
で
支
援
が
必
要
と
予
想
さ
れ
る
人
を
対
象

に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成・
更

新
し
て
い
ま
す
。

　
支
援
が
必
要
な
人
の
う
ち
、
情
報
の
提
供

に
同
意
し
て
も
ら
え
る
人
の
名
簿
情
報
を
避

難
支
援
者
に
提
供
し
、
災
害
時
だ
け
で
は
な

く
、
日
頃
か
ら
の
地
域
で
の
見
守
り
と
災
害

発
生
時
に
支
援
が
得
ら
れ
や
す
い
仕
組
み
を

作
り
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は　

　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
で
、
災
害
が
発

生
し
た
際
に
第
三
者
の
支
援
が
必
要
と
予
想

さ
れ
る
人
で
す
。
市
で
は
、
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
、
次
の
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
へ
の
登
録
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ん
あ
い
広
場
ふ
れ
あ
い
食
堂

�

開
催
中

　

市
内
6
カ

所
の
さ
ん
あ

い
広
場
で「
ふ

れ
あ
い
食
堂
」

を
開
催
し
、

小
さ
な
お
子

さ
ん
か
ら
そ

の
家
族
、
高

齢
者
ま
で
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
食
事
や
輪
投
げ
な

ど
の
遊
び
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
ま
す
。
11

月
以
降
の
開
催
に
つ
い
て
も
参
加
可
能
で

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ・

�
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

内�

▽
人
権
啓
発
作
品（
標
語
）入
選
者
表
彰
式

　

�

▽
記
念
講
演・
絵

本
作
家 

長は
せ
が
わ

谷
川

義よ
し
ふ
み史
氏
の「
へ
い

わ
っ
て
す
て
き
だ

ね
」

時�

１２
月
２
日（
土
）午
後
２
時
～（
午
後
１
時

３０
分
開
場
）

場
守
口
文
化
セ
ン
タ
ー
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

定�

先
着
４
０
０
人（
要
予
約
）

申�

１１
月
６
日（
月
）～

備�

手
話
通
訳・文
字
通
訳
あ
り

　
人
権
特
設
相
談  

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

問
人
権
室

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
市
で
は
株
式
会
社
鎌
倉
新
書
の
協
力
に
よ

り
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、
９

月
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
自
分
の
人
生

を
振
り
返
り
、
今
ま
で
の
人
生
で
得
た
も
の

を
整
理
し
て
思
い
や
望
み
を
書
き
残
し
て
お

く
も
の
で
す
。
ま
た
未
来
を
見
つ
め
る
こ
と

で
、
や
り
た
い
こ
と
に
気
付
い
た
り
す
る
な

ど
、
今
後
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
活
用

し
ま
せ
ん
か
。

配�

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
大
日
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
高
齢
介
護
課

問
高
齢
介
護
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
１
３

（
ア
）要
介
護
認
定
３
～
５
を
受
け
て
い
る
人

（
イ
）�身
体
障
が
い
者
手
帳
１・２
級（
総
合
等

級
）の
所
持
者

（
ウ
）療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

（
エ
）�精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

所
持
者

（
オ
）�障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
て
い
る
難
病
者

（
カ
）（
ア
）～（
オ
）以
外
で
、
市
長
が
支
援
の

必
要
性
を
認
め
た
人

避
難
支
援
者
と
は　

　
要
支
援
者
を
日
頃
か
ら
見
守
り
、
災
害
が

発
生
し
そ
う
な
場
合
や
発
生
時
に
、
災
害
に

関
す
る
情
報
伝
達
、
避
難
を
支
援
し
て
も
ら

う
人
で
す
が
、
確
実
な
支
援
や
救
出
を
確
約

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
同
意
者
名
簿
」の
提
供
先（
避
難
支
援
者
）

▽
民
生
委
員・児
童
委
員

▽
社
会
福
祉
協
議
会

▽
消
防
機
関（
消
防
本
部・消
防
団
）

▽
警
察

▽
自
主
防
災
組
織

「
同
意
者
名
簿
」の
登
録
方
法　

　
新
た
に
右
記（
ア
）～（
オ
）に
該
当
す
る
人

に
は
、
市
か
ら「
登
録
希
望
調
査
票
」を
送
付

し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
右
記
の
該
当
者
以
外
で
も
、
在

宅
で
生
活
し
て
い
る
人
で
自
力
避
難
が
困
難

で
、
支
援
が
必
要
と
予
想
さ
れ
る
人
で
あ
れ

ば
、
名
簿
登
録
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
同
意
者
名
簿
」で
提
供
す
る
情
報　

　
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
ま
た
は

居
所
、
電
話
番
号
、
避
難
支
援
な
ど
を
必
要

と
す
る
事
由
な
ど
の
個
人
情
報
を
、
避
難
支

援
者
に
事
前
提
供
し
ま
す
。

そ
の
他　

▽�

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
避
難

支
援
者
も
被
災
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
と
き
に「
で

き
る
範
囲
内
で
の
支
援
」と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▽�「
同
意
者
名
簿
」の
作
成・
登
録
お
よ
び
情

報
提
供
に
あ
た
り
、
平
常
時
の
見
守
り
活

動
お
よ
び
避
難
支
援
以
外
の
目
的
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
地
域
福
祉
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
７
０

す
。
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は

広
報
も
り
ぐ
ち
５
月
号
、
二

次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
高
齢
介
護
課   

ふ
れ
あ
い
食
堂
担
当

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
１
０

女性学研究者・世界人権
問題研究センター
登録研究員   源

みなもと
  淳
じゅんこ
子


